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ご使用の前にこの取扱説明書をよくお読みになり、理解

された上で正しくお使い下さい。
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はじめに

車とその取り扱い方法は、各自動車メーカーの、お客様に対して

の安全と快適な生活に関する、不断の研究開発の結果として生み出

されたものです。

弊社もまた、お客様に製品を安全にかつ快適にお使い頂くために、

不断の努力をしておりますが、製品の持つ特性上、その性能や利便

性と引き替えに、自動車メーカーの提供する安全が、確保できなく

なる場合があります。

その様な場合に必要な、安全に対する配̯と判断は、すべてお客

様ご自ȳの責任でお考え頂かなくてはなりません。

お客様の車と弊社の製品を、安全にかつ快適にお使い頂くために

も、製製品品をを取取りり付付けけるる車車のの取取扱扱説説明明書書をを合合わわせせてて、、よよくくおお読読

みみににななりり、、十十分分にに理理解解さされれたた上上ででおお使使いい下下ささいい。

必ずお読み下さい◆お客様と製品のかかわり合い◆

この度は、G$eddy P$ofec e-01、e-01をお買上げくださいまして

誠にありがとうございます。

この取扱説明書は、P$ofec e-01、e-01を初めてお使い頂く方はも

ちろん、すでに、お使いになられた経験をお持ちの方にも、知識や経験

を再認識する上でお役に立つものと考えております。

この取扱説明書は、よくお読みになり、内容を理解された上で実際に

お使い下さいますようおŗい申し上げます。

又、この取扱説明書は、いつでも取り出して読めるように車内に保管

されることをお勧め致します。

尚、本本製製品品ははŲŲ技技専専用用部部品品でですす。。ƫƫʻ̒ででははʻ̻̻̒交交通通法法等等のの法法şş

にに準準じじたた走走行行ががťť̊̊付付けけらられれまますす。
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１．安全・取り扱いに関するご注意 必ずお読み下さい

ƊƊƻƻ もし、お守り頂かないと生生̍̍のの危危機機、又は、ȃȃ傷傷をを負負

うう人人ȳȳ事事故故ににつつななががるる恐恐れれののああるる注意事項です。

注注意意 もしお守り頂かないと、製品だけでなく自自動動車車やや設設備備

のの破破損損・・故故障障ににつつななががるる恐恐れれののああるる注意事項です。

おおŗŗいい 製品を正しくお使い頂くために、必必ずず守守っってて頂頂ききたたいい

注意事項です。

ȃȃ 要要 製品を正しくお使い頂くために、知知っってておおいいてて頂頂ききたた

いい注意事項です。

製製品品をを安安全全ににおお使使いい頂頂くくににはは、、正正ししいい取取りり付付けけとと正正ししいい操操作作

がが不不可可ƎƎでですす。

この取扱説明書、ならびに、取り付ける車両の取扱説明書に示されて

いる安全に関する注意事項をよくお読みになり、十分に理解された上で

お使い下さい。

又、ここのの取取扱扱説説明明書書にに書書かかれれてていいなないい取取りり扱扱いいををさされれるる場場合合にに

必必要要なな、、安安全全にに対対すするる配配̯̯はは、、おお客客様様ごご自自分分のの責責任任ででおお考考ええ頂頂

くくここととににななりりまますす。

この取扱説明書には、あなたや他の人々への危łや財産への損łを、

未然に̂ぎ、本製品を安全にお使い頂くために、守って頂きたい事項を

示しています。その表示と図記号の意味は次のようになっています。

内内容容ををよよくくおお読読みみににななりり、、十十分分にに理理解解さされれたた上上ででおお使使いい下下ささいい。
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取り付け車両を扱う場合は、取り付け車両付属の取扱説明書をよくお読みの

上、正しく安全に運転、管理して下さい。自動車は、誤った扱い方をすると、

ǜǜわわ¥¥人人ȳȳ事事故故等等をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。

本製品の取り付け作業を行う際は、必ずエンジンが冷えてから行って下さい。

エンジン停ǝ直後は、エエンンジジンンややエエンンジジンンのの周周りりのの配配管管はは高高温温ににななっっ

てておおりり、、火火傷傷等等ををすするる恐恐れれががあありり大大変変危危険険でですす。

付属のホースは燃料ラインとしては絶対に使用しないで下さい。ȃ大な人ȳ

事故を引き起こす危険があります。

必ず自動車の下に燃えやすい物がない事を確認してから、停車、駐車して下

さい。自動車の排気部分は高温になり、エンジンを動かしたまま枯れ草等の

燃えやすい物の上に停車や駐車すると、火火ǆǆのの危危険険ががあありりまますす。

必要な時以外は、必ずエンジンを停ǝして下さい。マフラーのテールパイプ

からは、有ʾな成分が含まれた排気ガスが排出され、締め切った車庫や倉庫

の中等でエンジンを動かし続けると、一一ǕǕ化化ɿɿɛɛ中中ʾʾのの危危険険ががあありりまま

すす。エンジンを動かす時は、屋外、又は窓を開け、換気扇等を回し、新新ɗɗ

なな外外気気をを取取りり入入れれらられれるる場場所所でで作作業業ししてて下下ささいい。

車の中で休憩や仮眠をとる時は、必ずエンジンを停ǝして下さい。エンジン

が動いたまま停車、又は駐車して、休憩や仮眠をとると、排排気気ガガススにによよるる

一一ǕǕ化化ɿɿɛɛ中中ʾʾのの危危険険ががあありりまますす。

本製品の取り付け・配線作業は、本来、専門の教育を受けた整備士が行うべ

き作業です。専門外の方が作業されると、けけががやや火火傷傷��車車両両火火ǆǆをを引引きき

起起ここすす可可能能性性ががあありり危危険険でですす。

取り付け箇所・取り付け方法は慎ȃに検討し、絶対に脱落しないようにして

下さい。誤った取り付け箇所・取り付け方法は、脱落を招き、車車両両破破損損、、

車車両両火火ǆǆのの原原因因やや運運転転のの妨妨げげににななるる可可能能性性ががあありり、、大大変変危危険険でですす。

ハンダゴテ・ニッパー等の工具を使用する場合は、工具付属の取扱説明書を

よくお読みの上、注意事項等を守り正しくお使い下さい。これらの工具は誤

った使い方をすると、けけががやや火火傷傷等等をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。

作業終了後は、必ず運転席の足元に何もないことを確認して下さい。運転席

の足元に空き缶や使用した工具等があると、ブブレレーーキキペペダダルルのの下下ににははささ

ままりり、、ブブレレーーキキ操操作作がが出出来来ななくくななるる恐恐れれががあありり、、大大変変危危険険でですす。

１．安全・取り扱いに関するご注意 必ずお読み下さい

ƊƊ ƻƻ



必ずお読み下さい１．安全・取り扱いに関するご注意

助手席のエアバック上に、本製品を取り付けないで下さい。エアバック作

動時に飛び出し、ケガや事故を引き起こす原因となり、大変危険です。

運転中は絶対に本製品の操作をしないで下さい。わわきき見見運運転転ははǜǜわわ¥¥人人

ȳȳ事事故故等等をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。

車両を発進させる時は、必ず周りに何もない事を確認して下さい。不用意

に発進させると、ǜǜわわ¥¥人人ȳȳやや破破損損のの事事故故等等をを引引きき起起ここすす恐恐れれががああ

りりまますす。

本製品を取り付けた車両を、他の人に貸し出し、又は譲ʪする場合は、必

ず本製品が取り付けられていることを知らせ、ここのの取取扱扱説説明明書書とと保保証証

書書もも、、必必ずずʪʪししてて下下ささいい。

本製品を取り付けて、ノーマルブースト以上に過給圧を上げる場合、ブブーー

スストトのの上上げげすすぎぎににはは十十分分注注意意ししてて下下ささいい。また、ノーマルブースト以

上に上げた分の燃料は増量されませんので、e-manageや$ebic等を取り付

けて、必ず燃料を補い、燃料の調整を行って下さい。ブーストの上げすぎ、

燃料等の調整不良は、エンジン破損等を引き起こす可能性があります。本本

製製品品のの使使用用にによよっってて引引きき起起ここさされれたたエエンンジジンンのの破破損損等等のの損損łłにに関関

ししててはは当当社社はは一一切切のの責責任任をを負負ううここととががででききまませせんん。ご使用されるエ

ンジンの仕様にあった調整を行って下さい。

車種により、過給圧を上げると燃料カットをする車種があります。このよう

な車種にはe-manageやB""%& �'& �"N&$"��E$等を取り付けて燃料カッ

トが入らないようにして下さい。尚、燃料カットをする車種の取り扱い、調

整等については、お買い上げ店、又は、弊社までご相談下さい。

セッティング不良は、エンジンの破損等を引き起こす可能性があります。

セセッッテティィンンググ不不良良にによよっってて引引きき起起ここさされれたたエエンンジジンンのの破破損損等等のの損損

łłにに関関ししててはは当当社社はは一一切切のの責責任任をを負負ううここととがが出出来来まませせんん。ご使用さ

れるエンジンの仕様にあった空燃比に設定する為に、空燃比計等を使用して、

数値を確認しながら燃料調整を行って下さい。

くれぐれも、誤配線、ショートはさせないで下さい。本製品だけでなく取り

付け車両の電装系等まで破損させる恐れがあります。これらの取り付けミス

による損łに関して、当当社社はは一一切切のの責責任任をを負負ううここととはは出出来来まませせんん。

6

注注 意意
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必ずお読み下さい１．安全・取り扱いに関するご注意

本製品の取り付けには、車両の内外装、および電装系の加工、取り外し等

の作業がともないます。当当社社はは、、ここれれららのの作作業業にによよるる物物的的損損łłのの責責

任任をを負負ううここととはは出出来来まませせんんので、慎ȃに作業を進めて下さい。

配線作業を行う時には、必ず、キーシリンダーからキーを抜き、バッテリ

ーのマイナス端子を外して下さい。配線作業中に電流が流れると、ショー

トする可能性があり、危険です。

ハンダ付け、スプライスにて配線を接続した場所は、必ずビニールテープ

等を巻き、絶縁して下さい。

配管する際は、ゴムホースが抜けないように、接続部分をホースバンドで

固定する事をお勧めします。

本製品を分解、加工、改造しないで下さい。故障の原因となるだけでなく、

保証の対象外となります。

本製品は、湿気やほこりの多い場所、直射日光のあたる場所や、ヒーター

の吹き出し口等、高温になる所、又その近くには取り付けないで下さい。

本製品は点火信号や無線等のノイズの発生しやすい場所には設置しないで

下さい。又、本製品を強力な電波の発生する場所では使用しないで下さい。

電波等によるノイズは、本製品の誤作動を引き起こす恐れがあります。

画面のバックライトを明るくしすぎる調整は、画面を見つめると、気分が悪

くなる場合がありますので、調整は十分に注意して行って下さい。

ディスプレイユニットから音が出る場合がありますが、E��バックライトの

特徴であり、異常ではありません。



１．安全・取り扱いに関するご注意 必ずお読み下さい

バッテリーのマイナス端子を外すと、メモリー機能を持った時計、オーデ

ィオ類、ナビゲーションシステム、および電動シート等記憶内容が消去さ

れる物があります。作業前に、車両、及び各製品の取扱説明書で確認した

上で作業を始めて下さい。作業終了後、それぞれの取扱説明書に従って設

定し直して下さい。

本製品は、精密機械の為、落としたり強い衝撃を与えたりしないで下さい。

また、ディスプレイの画面は、絶対に押さないで下さい。

本製品をお買上げ後、9〜10ページのパーツがあることを確認して下さい。

新品をお買上げの時点で、保証書の製品番号と本体付属の製品番号が異な

っている場合は、お手数ですがお買上げ店、又は弊社までご連絡下さい。

本製品のお手入れの際は、乾いた布で拭いて下さい。汚れのひどい場合には、

少量の水をつけ固く絞った布で拭いてください。ベンジン・シンナー類を使

用すると、ケースや塗装が変質しますので絶対に使用しないで下さい。

本製品及び、本取扱説明書は改良の為、予ƻなく仕様変更をする場合があ

りますのでご了承下さい。

本製品の輸出、使用営業及び賃貸を禁じます。

For %ale and 'se in Japan "nly�

本製品に関するご不明な点等がございましたら、弊社までお問い合わせ下

さい。（住所・電話番号は下記記載。最終ページにも記載。）

・・

・・

・・

・・

・・

・・

本本製製品品ははŲŲ技技専専用用部部品品でですす。。ƫƫʻ̒ででははʻ̻̻̒交交通通法法等等のの法法şşにに準準じじ

たた走走行行ががťť̊̊付付けけらられれまますす。。

本製品は12Ｖバッテリー搭載車に使用できます。

取り付け作業が終了しましたら、本取扱説明書は保証書と合わせて、必ず

お客様に返却して下さい。

・・

・・

・・

そそのの他他、、各各項項目目ごごととにに注注意意事事項項ををƅƅ載載ししてておおりりまますすののでで、、必必ずずおお読読

みみ下下ささいい。。

株株式式会会社社トトララスストト 本本社社 ＴＴＥＥＬＬ��00447799（（7777））33000000

〒〒228899ーー11660055 千千葉葉県県山山武武郡郡芝芝山山町町大大台台33115555番番地地55

おお ŗŗ いい

ȃȃ 要要

作作業業ǲǲのの方方へへののおおŗŗいい

8

・・
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ＳＤカード

（P$ofec e-01に付属）

２．部品構成

e-01、P$ofec e-01共通

 ディスプレイユニット コントローラー センターユニット コントローラーホルダー

ディスプレイベース ディスプレイステー 電源ハーネス １/４�APボルト

両面テープ 六角レンチ（３mm）

P$ofec e-01用

バルブユニット 圧力センサー バルブユニットハーネス

（２�５ｍ）

圧力センサーハーネス

（２�５ｍ）

取扱説明書 保証書ＳＤカード

（e-01に付属）

六角レンチ（５mm） Ｍ４�APボルト×２

Ｍ４ナット×２
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ホースクランプ×２ オリフィス付スリーウェイ

６φホース（１ｍ）

６φホースユニオン×２

上記部品・個数に相違がある場合は、必ず装着前にお買い上げ店、又は弊社までご連

絡下さい。（住所・電話番号は最終ページに記載。） 又、保証書の製品番号と本体付

属の製品番号が同じであることをご確認下さい。

取り付けに必用な物と工具

・テスター（１５Ｖ以上計れるもの）

・ニッパー ・プライヤーもしくはペンチ ・＋、ードライバー

・10mmスパナもしくはレンチ ・ハンダゴテ、ハンダ

・絶縁テープ、タイラップ

M４ボルト バルブ用ステーＭ６ボルト×２

４φホース（１ｍ）

２．部品構成

P$ofec e-01用（つづき）

・%Dカードは、ディスプレイユニットのサイド部分のスロットに入っています。

ȃȃ 要要

̂振ゴム
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３．本製品の特徴

・ブーストコントロールは３kg/cm2まで対応しており、目標ブースト値に自動補正する

オートモードと、手動で目標ブーストに合わせるマニュアルモードから選択できます。

・回転数ごとにブーストの補正ができ、ブーストがタレてしまうなどのタービン特性に

対応できます。

・小型大容量ソレノイドバルブを採用。

・高精度圧力センサーを採用。

・ワーニング作動時に、ブーストを下げるリミッター機能が設定できます。

・"VE$ &AKE B""%&機能では、任意のポイントから瞬時にブーストを立ち上げるこ

とができます。また、リモートスイッチングシステム（別売）での操作も可能です。

・ディスプレイユニットには、E�バックライトを採用した、見やすい大型液晶を採用。

・ディスプレイユニットは専用ステーだけではなく、市販のカーナビのステーにも固定

可能。

・ブースト値、エンジン回転数等、最大３つのデータをディスプレイにリアルタイム表

示できます。

・別売の外部信号ハーネスを使用することにより、A/F値やスロットル開度、車速等も

表示できます。

・データリンクケーブル（別売）を使用して、G$eddyワーニングメーター（別売）の

データを表示できます。

・ワーニング機能はブーストだけではなく、外部入力のデータにも設定できます。

・バーグラフ、グラフ、メーター表示も可能で、各データの最大値も表示できます。

・市販の'%Bケーブルを使用して、e-manageと接続し、データの変更、保存ができま

す。

・別売の圧力センサー共用ハーネスを使用すると、e-manageのMAP負荷軸に圧力値を

使用できます。

・入力しているデータを最大３時間記録でき、ディスプレイにて、再生できます。

････P$ofec e-01、e-01共通の項目になります。

････････････P$ofec e-01のみの項目になります。（e-01では使用できません。）

・e-manageと通信させるには、市販の'%Bケーブルが必要となります。

ȃȃ 要要

P$ofec e-0１（ブーストコントローラー + e-manageコントローラー）

e-01（e-manageコントローラー）



・取り付け作業を行う際は、エンジンが冷えてるのを確認して下さい。

・キーシリンダーから、キーを抜き、バッテリーマイナス端子を外して下さい。

・付属のホースの長さには、限りがありますので、配管する前に、バルブユニットや圧

力センサーの取り付け箇所、ホースの取り回しをよく検討した上で作業を始めて下さ

い。

・アクチュエータ、過給圧制御ソレノイドバルブ、フューエルレギュレター等の純正

部品の場所を確認した上で作業を始めて下さい。

12

圧力センサ－圧力センサ－ 

エンジンエンジン 

タ－ビンタ－ビン 
バルブユニットバルブユニット 

エアクリ－ナ－エアクリ－ナ－ 

アクチュエ－タアクチュエ－タ 

フュ－エルレギュレ－タ－フュ－エルレギュレ－タ－ 

インタ－ク－ラ－インタ－ク－ラ－ 

センタ－ユニットセンタ－ユニット 

コントロ－ラ－コントロ－ラ－ ディスプレイユニットディスプレイユニット 

オプション線 

アース 
電源 

回転信号 

取り付け前の注意

取り付け全体図



過給圧制御用ソレノイドバルブ付車両の配管例１

過給圧制御ソレノイドバルブ付車両は、コネクタ、ホースを抜いて機能を解除し、栓

をして下さい。
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エンジンエンジン 

タ－ビンタ－ビン 

エアクリ－ナ－エアクリ－ナ－ 

インタ－ク－ラ－インタ－ク－ラ－ 

過給圧制御用過給圧制御用 
ソレノイドバルブソレノイドバルブ 

取り付け前 

圧力センサ－圧力センサ－ 

エンジンエンジン 

タ－ビンタ－ビン 
バルブユニットバルブユニット 

エアクリ－ナ－エアクリ－ナ－ 

インタ－ク－ラ－インタ－ク－ラ－ 

過給圧制御用過給圧制御用 
ソレノイドバルブソレノイドバルブ 

取り付け後 

過給圧制御用ソレノイドバルブ付車両

必ず栓をして下さい。



過給圧制御用ソレノイドバルブ付車両の配管例2

過給圧制御ソレノイドバルブ付車両は、コネクタ、ホースを抜いて機能を解除し、

栓をして下さい。
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エンジンエンジン 

タ－ビンタ－ビン 

エアクリ－ナ－エアクリ－ナ－ 

インタ－ク－ラ－インタ－ク－ラ－ 

過給圧制御用過給圧制御用 
ソレノイドバルブソレノイドバルブ 

取り付け前 

圧力センサ－圧力センサ－ 

エンジンエンジン 

タ－ビンタ－ビン 
バルブユニットバルブユニット 

エアクリ－ナ－エアクリ－ナ－ 

インタ－ク－ラ－インタ－ク－ラ－ 

過給圧制御用過給圧制御用 
ソレノイドバルブソレノイドバルブ 

取り付け後 

過給圧制御用ソレノイドバルブ付車両

必ず栓をして下さい。



(1)付属のボルトで圧力センサーをフューエルレギュレター付近のボディーに固定し

ます。

(2)サージタンクから、フューエルレギュレターに接続されているホースを、分岐さ

せる為に途中で切断し、スリーウェイジョイントを接続します。

(3)スリーウェイジョイントにオリフィスを付けて付属の４φホースを接続し、もう

一方を長さを調整して、圧力センサーに接続します。

・圧力センサーは、必ずコネクタを下向きに取り付けて下さい。

・圧力センサーは、必ずボディに固定して下さい。

・圧力センサーは、高温になる場所は避け、風通しのいい場所で、水のかからない場所

に取り付けて下さい。

・トヨタのJZ系、三菱の4G63エンジン等で、燃圧制御ソレノイド付車両の場合、サー

ジタンクと燃圧制御ソレノイドの間で、圧力センサーを接続して下さい。
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コネクタを 
下向きにする 

フューエルレギュレター 

注注 意意

圧力センサーの取り付けとサージタンクへの配管

・圧力センサーに接続した４φホースは必ず、タイラップ等で固定して下さい。

ȃȃ 要要



(1)バルブユニットから、透明のキャップを全て取り外します。

(2)バルブユニットのN"、�"Mに６φホースユニオンを取り付けます。

(3)バルブユニットをアクチュエータ付近に、付属のボルトを使用し、ゴムワッシャ

ーを介して、ボディーに取り付けます。

(4)アクチュエータから、タービンのコンプレッサー側に接続されているホースをア

クチュエータ側で取り外しバルブユニットのN"に接続します。

(5)アクチュエータに付属の６φホース接続し、もう一方を長さを調整して切断し、

バルブユニットの�"Mに接続します。

・バルブユニットは、高温になる場所は避け、風通しのいい場所で、水のかからない場

所に取り付けて下さい。

・接続したホースは、ホースバンド等で、確実に固定して下さい。

・純正のホースにホースバンドが使用されていた箇所に配管する場合、純正のホースバ

ンドも使用して下さい。

・ホースを配管する際は、ホースがつぶれたり、よじれたりしないように注意して下

さい。

・ホースがなるべく短くなるように配管して下さい。

・バルブユニットから出る音は、ソレノイドの作動音であり異常ではありません。
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COM
NO 

タービンの 
　　コンプレッサー側 

アクチュエータ 

注注 意意

アクチュエータタイプの車両の配管



(1)バルブユニットから、透明のキャップを全て取り外します。

(2)バルブユニットのN�、�"Mに６φホースユニオンを取り付けます。

(3)バルブユニットをウエストゲート付近に、付属のボルトを使用し、ゴムワッシャ

ーを介してボディーに取り付けます。

(4)ウエストゲートの大気開放部に６φアダプター（別売）を取り付けます。

(5)ウエストゲートに取り付けた６φアダプターに付属の６φホースを接続し、もう

一方を長さを調整して切断し、バルブユニットの�"Mに接続します。

(6)付属の６φホースをバルブユニットのN�に接続し、もう一方の長さを調整して、

タービンのコンプレッサー側からサージタンクの間のブースト圧が安定してとれ

る箇所に接続して下さい。

・バルブユニットは、必ずゴムワッシャーを介して取り付けて下さい。

・バルブユニットから出る音は、ソレノイドの作動音であり異常ではありません。
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NC

COM

タービンの 
　　コンプレッサー側 

注注 意意

ウエストゲートタイプの車両の配管



(1)エンジンルーム内に取り付けたバルブユニット、圧力センサーに、バルブユニ

ットハーネス、圧力センサーハーネスを接続します。

(2)バルブユニットハーネス、圧力センサーハーネスをエンジンルーム内から、車室

内に引き込み、センターユニットに接続します。

(3)コントローラーとディスプレイユニットを接続し、ディスプレイユニットとセン

ターユニットを接続します。

(4)バッテリーのマイナス端子を元通りに取り付け、テスターを使用して、イグニッ

ション線（イグニッションキーを"Nにした時、１２Vとなる線）を見つけます。

(5)バッテリーのマイナス端子を取り外し、イグニッション線に電源ハーネスの赤線

をハンダ付けします。

(6)電源ハーネスの黒線をアース線にハンダ付けします。ボディアースに接続する場

合は接続する金属部分の塗装、サビをヤスリ等で落として、接続します。

・回転信号は、E�'（エンジンコントロールユニット）の、回転信号線に、電源ハー

ネスの茶色線をハンダ付けします。

※回転信号に配線を行わなくても、ブーストコントロールに影響はありませんが、

$PM"FF%E& 等の機能が使用できません。

・オプション線は、ワーニング作動時にアースと導通し、外部のリレーやＬEDを動か

す事ができます。オプション線を外部リレーや�EDのマイナスへ、外部リレーや�ED

のプラス線は、イグニッション線へ接続して下さい。

オプション線は、１４Vー３５０mA以下で使用して下さい。
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センタ－ユニットセンタ－ユニット 

コントロ－ラ－コントロ－ラ－ ディスプレイユニットディスプレイユニット 

オプション線　(黄色線） 
 
 

バルブユニット 
 圧力センサー 
 
回転信号　（茶色線） 
 アース　（黒線） 
 電源　（赤線） 
 

配線方法

ȃȃ 要要



ディスプレイの取り付け

４．取り付け後の作業、確認

・取り外した純正部品を元通り取り付けて下さい。

・バッテリーのマイナス端子を元通りに取り付けて下さい。

・各部（バルブユニットや圧力センサー等）から、エアがもれてないか確認して下

さい。

・エンジンをかけ、アイドリング状態で、負圧を正しく認識しているか、確認して

下さい。

・ハーネス、ホース等が無理な取り回しになっていないか確認して下さい。

・取り付けミスにより、車両及び本製品や関連商品が破損した場合、当社は一切の

責任を負う事ができません。
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・ディスプレイ、センターユニット、コントローラーホルダーは、運転の妨げになら

ない位置に確実に取り付けて下さい。また、高温、多湿となる場所を避け、直射日

光のあたらない場所に取り付けて下さい。

・走行中、設定中は、%Dカードの抜き差しは、行わないで下さい。データが損失する

可能性があります。

・ディスプレイの画面は、絶対に押さないで下さい。

ȃȃ 要要

・ディスプレイは、ディスプレイベース、

ステーを使用して、両面テープで固定

します。

・両面テープを貼る面は、中性洗剤を使

って、汚れ、油分をよく拭き取ってく

ださい。

安全のため、ステーは、両面テープのみではなく、取付場所にあった長さの

ネジを使用して、確実に固定して下さい。

助手席のエアバック上に、本製品を取り付けないで下さい。エアバック作動

時に、飛び出し、ケガや事故を引き起こす原因となり、大変危険です。

ƊƊ ƻƻ



・・ボボタタンンのの説説明明

5� 画面・ボタン操作

%E&ボリューム

・設定時、選択や確定を行う時、回したり、押して使用します。

・画面の変更時、使用します。

MEN'ボタン

・設定画面からメニュー画面に戻る時、使用します。

・設定中、キャンセルする時使用します。

%HIF&ボタン

・オーバーテイクブーストのスタート、ストップに使用します。

・e-manageの設定時に使用します。

十字ボタン（上､下､左､右の４つ）

・Ǵにカーソルの移動に使用します。

・設定中にキャンセルする場合、MEN'ボタンで

キャンセルできます。

(1)基本的な設定の流れ

設定を行うには、メニュー画面上から、希望の

メインメニュー、サブメニューを選択し、設定

画面に移動して、設定画面上で行います。

(2)メニュー画面

メニュー画面では、十字ボタンで希望のメニュ

ーにカーソルを動かし、%E&ボリュームを押し

て選択します。サブメニューを選択後、設

定画面に移ります。

(3)設定画面

設定画面上では、十字ボタンで希望の項目にカ

ーソルを移動し、%E&ボリュームを押して選択

します。数値の変更を%E&ボリュームを回して

行い、%E&ボリュームを押して確定します。

カーソル

メインメニュー サブメニュー

(4)設定画面から、メニュー画面へは、MEN'ボ

タンで戻ります。
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MEN'ボタン %E&ボリューム

設定画面

・・画画面面のの説説明明

メニュー画面



・・メメイインンメメニニュューーののǴǴなな機機能能

A B""%&

ブーストの設定を行います。

B %E& 'P

ワーニングやピークホールド機能の設定

初期設定の変更、ディスプレイの明るさ

の調整等を行います。

また、別売の外部信号ハーネスや、ワー

ニングメーターとの接続時に、設定を行

います。

････データ記録中に表示します。
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5� 画面・ボタン操作

････データ再生中に表示します。

････ワーニング作動中に、点滅表示します。

････オーバーテイク作動中に表示します。

････オートモードでのブーストの学習中に点灯、点滅表示します。

� DI%P�AY

ブースト、回転数、スロットル開度等、最大３つのデータをリアルタイム表示しま

す。画面は、デジタル、グラフ、メーター、バーグラフの４種類あります。

D e-manage

e-manageと接続時、e-manageのデータを設定変更できます。

※e-manageと接続していない場合、この機能は使用できません。

････ロック時に表示します。

････エラーが発生した場合表示します。e-manageとの通信エラーの場合

は、Ｐ６４ Ｄ−９ IMP"$&/EXP"$&を参照して下さい。

その他のエラーの場合は、お買い上げになられました販売店、また

は、弊社までお問い合わせ下さい。

・・タタイイトトルル部部のの表表示示
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・・シショョーートトカカッットト

MEN'ボタンを押しながら、上下のボタンを押すと、メニューに戻らずに、

A B""%&、� DI%P�AY、D e-manageの画面を移動できます。

移動する画面は、最後に使用した画面になります。

5� 画面・ボタン操作

※e-01のみで使う場合、A B""%&の画面には移動しません。

MEN' ＋ ↓ MEN' ＋ ↑

MEN' ＋ ↓ MEN' ＋ ↑

MEN' ＋ ↓ MEN' ＋ ↑



・・��AA$$ %%EE��EE��&&

６� 初期設定

初めて使用される場合は、自動的にBー１ �A$ %E�E�&画面に移ります。ここで設

定を行わなくてもブーストコントロールは行いますが、回転数、スロットル開度、車

速を認識できない為、$PM"FF%E&等の機能が使用できません。

２．&H$"&&�E %EN%"$ &YPE

N"$MA� ････アクセルを踏むと電圧が上がるタイプ

$EVE$%E････アクセルを踏むと電圧 が下がるタイプ

◎N"$MA�か$EVE$%Eか選択します。

※e-manage、又は、外部信号ハーネスを使ってスロットル開度を表示させる

場合は、必ず設定して下さい。

３．%PEED ME&E$ P'�%E

１６P････Ｙ32 グロリア／セドリック

８P･･････Ｙ32 シーマ

２P･･････その他の日産車

４P･･････上記以外の国産車

◎取り付け車両のパルス数を選択します。

※外部信号ハーネスを使って、車速を表示させる場合は、必ず設定して下さい。

４．'NI& %E�E�&

kPa

kg/cm2 （1kg/cm2 ＝ 98�0665kPa）

mmHg （1mmHg ＝ 0�133322kPa）

BA$ （1BA$ ＝ 100kPa）

P%I （1P%I ＝ 6�895kPa）

◎表示するブースト圧の単位を選択します。
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１．N'MBE$ "F �Y�INDE$%

ロータリーエンジンは、２ローターの

車は４、３ローターの車は６を入力し

て下さい。

◎取り付け車両の気筒数を選択しま

す。

※エンジン回転数を表示させる、又は、

$PM"FF%E&を使用する場合は、

必ず設定して下さい。



・・ブブーースストトのの設設定定
◎ブーストコントロールの設定を行います。

A'&"／MAN'A�の２つのモードがあり、HI、�"、"FF、%PEEDの中から選択できます。

１．B""%& %E�E�&

◎HI、�"、"FF、%PEEDから選択し

ます。"FFでは、ノーマルブースト

になります。%PEEDでは、車速に

よるブーストの自動切り替えができます。

2 ．A'&"／MAN'A�

A'&" ･････目標のブーストを入力す

ると、自動補正を行いま

す。（学習が必要です。）

MAN'A�････目標ブーストになる様に

手動で%E&値を入力します。

◎A'&"かMAN'Aモードを選択します。

Aー１ %E& B""%&

３．%&A$& B""%&

ここで設定したブーストまでは、１００％の制御（アクチュエータの場合はソレ

ノイド全閉、ウエストゲートの場合はソレノイド全開）を行い、ブーストの立ち

上がりを良くします。

設定値に近い値を入力すれば、立ち上がりは速くなりますが、オーバーシュート

し易くなります。

設定値の約ー20kPa（約ー0�2kg/cm2）を目安にして下さい。

◎ブースト値を入力します。

４．GAIN

ブースト値の変化に対する制御量を変える事で、ブーストの安定性を調整します。

GAINの値を大きくすれば立ち上がりが速くなり、小さくすれば遅くなります。

大きくしすぎるとオーバーシュート、ハンチング等が発生します。

◎GAIN値を入力します。

・すぐに使いたい場合は、A'&"を選択し、走行したいブースト値を入力し、学習が終

了すると、ブーストコントロールできます。

・MAN'A�モードで、%E&、GAIN、%&A$& B""%&を目標ブーストに調整すれば

A'&"モードで学習を行った時とほぼ同じブーストコントロールができます。
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※車速によるブーストの自動切り替えを行いたい場合は、P29をご参照下さい。



・・学学習習（（AA''&&""ののみみ））
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・目標ブーストを変更した場合は、その値での学習が必要となります。

・A'&"で学習が終了している場合、A'&"からMAN'A�に変更すると、A'&"で学習

したブースト値に対する%E&値が表示されます。

・GAINのみを変更した場合も学習が必要になります。

この場合の学習は、A'&"�Pが点滅表示からになります。

・A'&"�Pが点滅表示の状態で、ＨI、�"の切り替え、IGキー"FFにすると、学習は

A'&"�Pが点灯からになります。

・学習は必ずフルスロットルで行って下さい。上手く学習できないと、目標ブーストに

ならない可能性があります。

・タービンの容量不足や、アクチュエータの特性、排圧の上がり過ぎ等により、A'&"

でブーストが設定値にならない場合があります。

この場合は、MAN'A�に変更して手動でブーストを合わせて下さい。

ȃȃ 要要

目標ブーストになる制御量を認識させる為、学習を行います。

(1)MAN'A�／A'&"から、A'&"を選択し、目標ブースト値を入力すると、

画面右上にA'&"�Pが点灯します。

(2)フルスロットルで走行すると、ノーマルブーストを認識後、徐々にブ

ーストがあがり、目標ブースト付近までかかったら、アクセルを"FFに

します。

※ノーマルブーストが安定しない車両は、ノーマルブーストを認識できな

い場合があります。この場合は、MAN'A�モードを使用して下さい。

(3)目標ブースト付近まであがったのを認識するとA'&"�Pが点滅にかわり

ます。

(4)再度、フルスロットルで走行し、目標ブーストで安定したらアクセル

"FFにします。

(5)目標ブーストで安定したのを認識すると、A'&"�Pは消灯し、学習は終

了です。

Aー１ %E& B""%&



・・学学習習（（MMAANN''AA��設設定定、、AA''&&""学学習習））

マニュアルモードで目標ブーストを合わせておき、オートモードモード

に変更して走行し、学習を終了させることが出来ます。

高回転でブーストがたれてしまう車両や、最低ブーストと目標ブースト

に差がある車両でもオートモードの学習が終わりやすくなります。

１．マニュアルモードで目標ブーストに

設定。

２．A-1画面でオートモードに変更すると、

“KEEP %E& VA�'E?”と聞かれるので

YE%を選択。

３．目標ブーストを入力。

（A'&"�Pが点滅）

４．実際に走行し、目標ブーストになって

いれば学習終了。

（A'&"�Pが消灯）

※オートモードでもマニュアルモードでも、余程のハンチングやオーバーシュートが無

い限り、GAIN値は10〜15くらいを推奨します。

Aー１ %E& B""%&
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・・オオーーババーーテテイイククブブーースストトのの設設定定

・ゆっくり"VE$ &AKE B""%&に切り替えたい場合設定します。

・D'&Y $A&Eで入力する数値は、時間ではありません。

設定時間だけ%E& B""%&とは、別に設定したブースト（"VE$ &AKE B""%&）で、

走行する事ができます。又は、%E& B""%&、"VE$ &AKE B""%&の切り替えがで

きます。

※P46 "VE$ &AKE B""%&の使用方法参照

１．&IME

1〜99 ････設定時間、"VE$ &AKE

B""%&値で走行する時に

使います。

P% ･･･････%HIF&ボタンを押している

間、"VE$ &AKE B""%&

値で走行する時に使いま

す。

∞ ･･･････%HIF&ボタンで、%E&

B""%&と"VE$ &AKE

B""%&の切り替えができ

ます。

◎P%、１〜99、∞から選択します。

２．D'&Y $A&E

%E& B""%&から、"VE$ &AKE B""%&に切り替わるスピードを調整し、

オーバーシュートをおさえる事ができます。

数値が大きくなれば切り替わるスピードが遅くなります。

◎0〜100で入力します。

Aー２ "VE$ &AKE B""%&

・A'&"で学習が終わっていないブースト値を入力すると、"VE$ &AKE B""%&作動

時に学習が必要となります。

・別売のリモートスイッチングシステムを使用して作動させる事もできます。

３．A'&"／MAN'A�，%E&，GAIN，%&A$& B""%&

※P24 Aー１ %E& B""%&参照
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・・回回転転数数別別補補正正
回転数に応じて、補正を行う事により、ブーストのタレ等を抑える事ができます。

回転数ごとに制御量をプラス、マイナスして、補正を行います。

１．HI／�" B""%&、"VE$ &AKE

B""%&それぞれに設定できます。

◎"N／"FFを選択します。

２．$PM

回転数は、８ポイント設定できます。

◎0〜9900rpmの間で100単位で入力

できます。

３．D'&Y

設定した回転数に補正値を入力できま

す。

◎ー100〜100％の間で入力できます。

この回転数から補正が始まり、補正値は、

0で固定になります。

 ブーストブースト 

設定値設定値 

 

5000 5500 回転数 

補正前補正前 

補正後補正後 

ー例ー

5000rpmからタレてしまう場合

(1)ブーストがタレ始める回転数を確認し、

１にその回転数を入力します。

(2)各回転数ごとに補正値を入力します。

・補正値を100％、ー100％にしても、タービンの容量不足や、アクチュエータや、ウ

エストゲートの特性、排圧の上がり過ぎ等により、補正に限界があります。（目標ブ

ーストにならない場合があります。）

ȃȃ 要要

Aー３ $PM"FF%E&



・・車車速速にによよるるブブーースストトのの切切りり替替ええ
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Aー 4 %PEED

ブーストコントロール "FF、�"、HI、を車速によって自動的に切り替えることが

出来ます。

※別売の外部信号ハーネスを使用して、車速信号を入力する必要があります。

（一部車種は不可）

１．B-1画面で車速パルス数を設定。

2 ．A-4画面で�"に切り替わる車速とHIに

切り替わる車速を入力。

3 ．A-1画面でB""%& %E�E�&を%PEEDに

設定。



・・ワワーーニニンンググ設設定定

30

ブースト、外部入力信号、回転数、ワーニングメーターにワーニングポイントを設定

し、ワーニングポイントを超えている間、�EDやアラームで知らせます。

ブーストには、�IMI&E$が設定でき、ワーニングポイントを超えている間、ブースト

を下げる制御が働きます。

初期設定の変更ができます。

※P�23 初期設定参照

１．�ED

◎"N、"FF 、F�A%H1、F�A%H2から

選択します。

２．A�A$M

◎"N、"FF、A�A$M1、A�A$M2、

から選択します。

３．B""%&

◎ブーストのワーニングポイントを入

力します。

４．�IMI&E$

ワーニングポイントを超えている間、設定分ブーストを下げる制御が働きます。

数値を大きくするとブーストを急激に下げる制御が働きます。

"FFでは、�IMI&E$は作動しません。

◎リミッター設定値を入力します。

５．EX&�INP'&

◎ワ−ニングポイントを設定したい外部入力信号を選択します。

※P32 Bー４ ANA�"G INP'&、P33 Bー５ P'�%E INP'&

P37 Bー８ WA$NING ME&E$ 参照

◎"FF、AND、"$から選択します。

AND････ブーストと外部入力の両方がそれぞれのワーニングポイントを超え

た時に、�ED、A�A$Mで知らせます。

"$ ････ブーストまたは、外部入力のどちらか一方がワーニングポイントを

超えた時に�ED、A�A$Mで知らせます。

Bー１ �A$ %E�E�&

Bー２ WA$NING



・・ピピーーククホホーールルドド設設定定

31

データ表示画面で表示されるブーストの最大値を設定します。

１．PEAK H"�D

最大値表示の種類を選べます。

PEAK ････････ブーストの最大値を

表示します。

�"N%&AN&････ブースト安定値の最

大を表示します。

◎PEAK、�"N%&AN&から選択します。

 ブーストブースト 

設定値設定値 

時間時間 

２．�A%& B""%&

アクセル"FFした時、その時かかっ

ていたブーストの最大値をリアルタ

イム表示部に３秒間表示します。

◎"N、"FFを選択します。

 ブーストブースト 

時間時間 

0 kPa0 kPa

120kPa 110kPa

3秒間表示 3秒間表示 

Bー３ PEAK H"�D



・・アアナナロロググ信信号号入入力力
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１．NAME

◎入力する信号に8文字までの名前を

入力します。

※P33 文字入力画面参照

２．'NI&

◎入力する信号の単位を選択します。

入力する信号の単位がない場合は、

スペースを選択します。

３．V"�&

◎入力する信号の電圧（換算元）の最小値、最大値を入力します。

0V〜16�0Vまで、0�01V刻みで入力できます。

・A／F値やスロットル開度等を表示できます。

４．�"NVE$%I"N

入力する信号の電圧を換算表示します。

◎最小値、最大値を入力します。

ー例ー

A／F値10〜30が0 〜 5Vで出力されるA／F計を使う場合

５．WA$NING

◎外部入力のワーニングポイントを、換算後の値で入力します。

６．�"�A&ED

▲････設定したポイントを超えるとWA$NINGが働きます。

▼････設定したポイントより下がるとWA$NINGが働きます。

◎WA$NINGが働く条件を選択します。

別売の外部信号ハーネスを使用し、アナログ信号を入力する事ができます。

スロットル信号を入力する場合は、Ｐ36 Bー７&H$"&&�Eで設定します。

Bー４ ANA�"G INP'&



・・パパルルスス信信号号入入力力
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別売の外部信号ハーネスを使用し、パルス信号を入力する事ができます。

３．WA$NING

◎外部入力のワーニングポイントの設定で、数値を入力します。

%E&ボリュームを回してカーソルを移動し、押して

決定します。

文字を消す場合は、%HIF&ボタンを使用します。

入力をキャンセルする場合は、MEN'ボタンを使用

します。

入力後は、"Kボタンで終了します。

１．NAME

◎入力する信号に8文字までの名前を

入力します。

※文字入力画面参照

２．'NI&

◎入力する信号の単位を選択します。

入力する信号の単位が無い場合は、

スペースを選択します。

４．�"�A&ED

▲････設定したポイントを超えるとWA$NINGが働きます。

▼････設定したポイントより下がるとWA$NINGが働きます。

◎WA$NINGが働く条件を選択します。

Bー5 P'�%E INP'&

・・文文字字入入力力画画面面

%P ････なし

Hz ････周波数

ms▲････パルス信号HI時間

ms▼････パルス信号�"時間

％▲ ････パルス信号HI時間の割合

％▼ ････パルス信号�"時間の割合

km/h ････車速パルス信号 

パルス信号LO時間 

パルス信号HI時間 



・・アアナナロロググ信信号号出出力力

34

入力した外部信号に上限、下限を設定し、アナログ信号で出力する事ができます。別

売の外部信号ハーネスを使用し、入力した信号の中から１つのみ出力できます。

１．ANA�"G

ANA�"G INP'&

◎どの信号に対して出力を行うか選択

します。

��AMP V"�&

クランプ値を設定します。

クランプ値を設定する事により、入

力電圧がクランプ値以上（▲）また

は、以下（▼）になっても、出力電

圧は、クランプ値で固定されます。

◎クランプ値を入力します。

0V〜16�0Vまで、0�01V刻みで入力

できます。

�"�A&ED

▲････上限を設定する場合

▼････下限を設定する場合

◎上限または、下限の設定を行います。

"2 "'&

&H$"&&�E・・・・・・・P35参照。

２．P'�%E

P'�%E INP'&

◎どの信号に対して出力を行うか選択します。

Hz／$PM

◎入力する信号の周波数、または回転数（換算元）の最小値、最大値を入力しま

す。

V"�&

◎出力する信号の換算後の電圧の最小値、最大値を入力します。

・一部の車種は、ここでブーストリミッターカットの設定ができます。

Bー６ ANA�"G "'&P'&

ー例ー

アナログ信号の上限を4�2Vに

設定する場合
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・・""22セセンンササーーŤŤǠǠ信信号号出出力力

１．B-4画面でA/F計の換算値を設定。

２．B-6画面でANA�"G� "2 "'&にチェッ

クを入れ、スロットル開度入力。

３．設定開度以上の時、信号を出力する基

準となるA/F値を入力。

４．設定開度以下の時、信号を出力する基

準となるA/F値を入力。

Bー６ ANA�"G "'&P'&

後付けのA/F計の出力信号を入力した時、"2センサーと同じような信号が出力でき

ます。セッティング時にノーマルの"2センサー位置に後付けのA/F計と差し替えて

取り付ける事ができます。（ホンダ車等一部車両を除く）

また、任意の値を２ポイント設定して、スロットル開度によって切り替えて出力する

ことができます。

※外部信号ハーネスを使用してA/F計の外部出力信号を入力する必要があります。

※スロットル開度によって切り替えて使用したい場合、外部信号または、e-manage

よりスロットル信号を入力する必要があります。
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・・ススロロッットトルル設設定定

データ表示画面で、スロットル開度を表示させる場合に設定します。

スロットル信号は、別売の外部信号ハーネスを使用するか、e-manageから取り込む

事で表示できます。

%E�E�&

◎スロットル信号の入力先を

ANA�"G �H1、ANA�"G �H2、

e-manageから選択します。

%E&&ING

N"W････リアルタイムにスロットル電

圧と開度を表示します。

MIN ････スロットル全閉時の電圧です。

MAX ････スロットル全開時の電圧です。

◎車両のIGキーを「"N」（エンジン未始

動状態）でアクセルを踏み、スロットル

を全開（100％）にし、MAX（全開電圧）

を計測します。

計測後、"Kを押して確定します。

※MIN（全閉電圧）は自動で計測されま

す。

Bー７ &H$"&&�E

ȃȃ 要要

・Bー４ ANA�"G INP'&で�H1、2に別のデータが設定されても、ここで設定を行う

とスロットルが優先され、表示されます。

・�A$ %E�E�&で、スロットルセンサータイプのN"$MA�、$EVE$%Eを間違えてる

と、スロットル開度が逆に表示されます。

・スロットル信号がない車両、スロットル信号が全閉スイッチ、全開スイッチのみの

車両は、スロットル開度は表示出来ません。



・・ワワーーニニンンググメメーータターー
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別売のデータリンクケーブルを使用し、G$eddyワーニングメーターのデータを入力

できます。

１．ME&E$ &YPE

◎使用するワーニングメ−ターを

&'$B"、F'E� P$E%%、"I� P$E%%、

&EMP、"I� &EMP、WA$&E$ &EMP、

EX& &EMP、$ebicⅣ、AI$/F'E�から

選択します。

２．'NI&

◎使用するメーターの単位を選択します。

３．WA$NING

◎ワーニングポイントを設定します。

Bー８ WA$NING ME&E$

アナログ外部入力1

アナログ外部入力2

パルス外部入力1

パルス外部入力2

圧力センサーの出力電圧

・・シシググナナルルチチェェッックク
圧力センサーの出力電圧や、外部入力の信号の電圧、周波数が確認できます。

Bー９ %IGNA� �HE�K
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・・画画面面のの設設定定
画面の明るさや、ボタン操作音の調整ができます。

１．BA�K �IGH&

照度センサーにより、昼夜の明るさを

別々に調整できます。

(1)DAY &IME

昼間の画面の明るさを調整する

時に使います。

◎20〜100までの範囲で入力可能

で、数字を大きくすると明るくな

ります。

(2)NIGH& &IME

夜間の画面の明るさを調整する時に

使います。

◎20〜100までの範囲で入力可能

で、数字を大きくすると明るくな

ります。

2．�"N&$A%&

コントラストを調整できます。

◎0〜100までの範囲で入力可能です。

3．BEEP

MAX････音量大

MIN ････音量小

"FF････消音

◎ボタンの操作音を選択できます。

・バックライトを明るくしすぎた画面を見つめると、気分が悪くなる場合がありますの

で、調整は十分に注意して行って下さい。

ȃȃ 要要

Bー１０ ��D

・DAY &IMEとNIGH& &IMEに同じ数値を入力すると、昼間も夜間も、同じ明るさにな

ります。



・・ププロロググララムム情情報報
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ディスプレイ、センターユニット、e-manageのバージョン情報が確認できます。

センターユニットのアップデートを行いま

す。

e-manageのアップデートを行います。

※e-manageと通信するには、本体アップデートを行って下さい。

※初めてe-manageと通信するときは、自動的にアップデートの画面が表示されます。

※アップデートは、必ずエンジン停ǝでIGキーが"Nの状態で行って下さい。

(1)e-manage本体に点火ハーネス（12ピンカプラー）が取り付けられている場合は、

外して下さい。

(2)下の画面が表示されるので「YE%」を選択し、プログラムのダウンロードを行

って下さい。ダウンロードは5分程かかります。

Bー１１ P$"G$AM

・・ee--mmaannaaggeeのの本本体体アアッッププデデーートト（（通通信信用用ププロロググララムムののダダウウンンロローードド））

※e-manageと通信がうまくいかなかった

場合や、e-manageやセンターユニット

のバージョンアップ時に、手動でアップ

デートする時に使います。

・アップデート中は、絶対に'%Bケーブルの抜き差しを行わないで下さい。e-01、

e-manage本体の動作が不安定になる原因となります。

・アップデート中は絶対にキー"FFしないで下さい。

・アップデート中にキー"FFすると、e-manageがダウンロードモードになる場合があ

ります。（e-manage本体のA�&IVE ��E�Dが赤、黄、緑の点滅している状態です。）

ダウンロードモードになった場合は、再度、本体のアップデートを行って下さい。

ȃȃ 要要
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データの初期化を行います。設定データ、学習データをリセットする場合に使用しま

す。

※e-manageの設定データの初期化は、P65 Dー11 INI&IA�IZEを参照して下さい。

Bー１２ INI&IA�IZE

(4)e-manage本体から外した点火ハーネス（12ピンカプラー）を元通りに取り付け

て下さい。

※エンジンがかかっている状態では、アップデートはできません。エンジン停ǝ

でIGキーが"Nの状態で、再度、アップデートをやり直して下さい。

(3)本体のアップデートが終了すると下の画面が表示されるので、車両のIGキーを

「"FF」にします。

・アップデートされたプログラムは、一度電源を"FFにする事で有効となります。

ȃȃ 要要

・・エエララーー表表示示

アップデート中、エラーが発生した場合、下の表示が出ます。

Bー１１ P$"G$AM

・・デデーータタのの初初期期化化
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データ表示画面は４つ（DIGI&A�、BA$-G$APH、G$APH、ME&E$）から選択でき、

１つの表示画面に３つまでのデータをリアルタイムに表示します。

また、データ表示画面上で、HI、�"ブーストの切り替え、%E&値、GAIN、%&A$&

B""%&の変更ができます。

(1)表示するデータを選択します。

(2)グラフやメーター表示するデータの

目盛の最大、最小値を入力します。

※B""%&、E/G $EVの目盛は、選択

になります。

(3)%E&ボリュームを押すと、この画面か

ら、データ表示画面になります。

"FF

E/G $EV

AN �H1（設定した名称を表示）

P� �H1（設定した名称を表示）

P� �H2（設定した名称を表示）

&H$"&&�E

AI$F�"W INP'&

AI$F�"W "'&P'&

N"$MA� D'$A&I"N

N"$MA� D'&Y �Y��E

&"&A� D'$A&I"N

&"&A� D'&Y �Y��E

IGN�&IMING ADJ

ブースト圧

エンジン回転数

アナログ �H1

アナログ �H2

パルス �H1

パルス �H2

スロットル開度

e-manageエアフロ入力

e-manageエアフロ出力

e-manageノーマルインジェクター噴射時間ms

e-manage点火時期補正値 °

e-manageトータルインジェクター噴射率 ％

e-manageトータルインジェクター噴射時間ms

e-manageノーマルインジェクター噴射率 ％

� DI%P�AY

AN �H2（設定した名称を表示）

・・項項目目設設定定画画面面

B""%&

表示なし

表示データ一覧

G$eddyワーニングメーターのデータWA$NING ME&E$

（設定した名称を表示）

%"��D'&Y ソレノイドバルブ開弁率

�HA$GE EFFI�IEN�Y

V"�'ME EFFI�IEN�Y 体積効率（P43参照）

充填効率（P43参照）
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・外部信号ハーネス、e-manageを接続していなくても、データ表示で選択できますが、

数値は表示されません。

・e-manage接続時、パラメーター設定を行わないと、表示されない項目があります。

ȃȃ 要要

ー例ー

�H2を�H1に移動する場合

(1)�H2の項目名称にカーソルをあわ

せ、%HIF&ボタンを押します。

(2)�H2が反転になるので、%HIF&ボ

タンを押したまま、十字ボタンの

↑ボタンを押し移動します。

※ �H2を�H3に移動させる場合、

%HIF&ボタンを押しながら、十字ボ

タンの↓ボタンを押します。

� DI%P�AY

・・チチャャンンネネルルのの移移動動
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� DI%P�AY

・・充充填填効効率率、、体体積積効効率率表表示示

e-manageに取り込んでいるエアフロ電圧からホットワイヤー式の場合は充填効率を、

フラップ、カルマン式の場合は体積効率を表示させることができます。

ブーストアップ時等の効率'Pを数値で確認できます。また、シャーシダイナモのトル

クと比較することで、セッティングの目安にもなります。

１．D-1画面で排気量を設定。

２．表示項目選択画面にて

◎�HA$GE EFFI�IEN�Y・・・充填効率

◎V"�'ME EFFI�IEN�Y・・・体積効率

を選択。
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� DI%P�AY

・・充充填填効効率率、、体体積積効効率率ととははMM

エンジンの出力は、どれだけ空気をシリンダ内に吸入できるかによって

決まってきます。どれだけ空気を吸入できたかを表すのに、実際に燃焼

室に入った空気の体積を排気量で割った値を体積効率（volumetric

efficiency）と呼びます。

また、空気が同じ体積だけ燃焼室に入っていても、実際には吸気温度や

気圧によって、入った空気の質量は変わってきます。実際に燃焼室に入

った空気の質量を排気量分の標準状態での空気の質量で割った値を充填

効率（charging efficiency）と呼びます。

e-manageでは各エアフロの流量特性をインプットしてあり、フラップ式

やカルマン式のエアフロでは、体積流量を測っているので、簡易的に体

積効率を求めることができます。

ホットワイヤー式のエアフロメーターでは、質量流量を測っているので

簡易的に充填効率を求めることができます。シャーシダイナモのトルク

グラフでわかりますが、エンジンのトルクは充填効率と比例した関係に

なります。充填効率の動きとシャーシダイナモのグラフがずれていれば、

その部分のセッティングがおかしいということがわかります。このよう

に体積効率や充填効率がわかれば、インタークーラー交換やブーストア

ップした際、どのくらい効率が上がっているか確認できたり、シャーシ

ダイナモと併用することで、セッティングに役立てることができます。
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データ表示画面（DIGI&A�、BA$-G$APH、G$APH、ME&E$）上で、HI／�"、

%E&、GAIN、%&A$& B""%&の変更ができます。

%E&ボリュームを押すと、HI／�"にカーソルが現れます。

◎%E&ボリュームを押し、変更したい項目にカーソルを移動し、%E&ボリュームを回

して変更します。%E&ボリュームを押すと数値が確定され、カーソルが次の項目に

移動します。

※この画面は、他の画面とカーソルの移動方法が異なります。カーソルは、%E&ボリ

ュームを押して移動になります。

※MEN'ボタンを押すと、変更はキャンセルされ、カーソルは消えます。

・・最最大大値値ののリリセセッットト

◎データ表示画面で、↑ボタンを２秒間押すと最大値がリセットされます。

※1〜3�H全てリセットされます。

・・ロロッックク機機能能

誤操作によるトラブル等を̂ぐため、ボタン操作による設定の変更を行えなくします。

◎MEN'ボタンを押しながら、%HIF&ボタンを５秒間押します。

同じ操作でロックを解除します。

※画面の移動、"VE$ &AKE B""%&、記録、再生は使用できます。

※この操作は、データ表示画面のみ使用できます。

HI／�"

%E&

GAIN

%&A$& B""%&

カーソルが消えます

%E&ボリュームを押す

%E&ボリュームを押す

%E&ボリュームを押す

%E&ボリュームを押す

最大値

� DI%P�AY

・・設設定定値値のの変変更更
%E&ボリュームを押す

・ロック時は、左の表示が画面に表れ、画面右上のタ

イトル部に が表示されます。



・・""VVEE$$ &&AAKKEE BB""""%%&&のの使使用用方方法法（（PP$$ooffeecc ee--0011ののみみ））

(1)"VE$ &AKE B""%&を設定します。

※Ｐ２７ "VE$ &AKE B""%&参照

(2)データ表示画面で、%HIF&ボタンを押す

と、"VE$ &AKE B""%&に切り替わり

カウントダウンが始まります。

（カウントダウン中に、%HIF&ボタンを

押すと、%E& B""%&に 戻ります。）

※P%に設定した場合

%HIF&ボタンを押している間のみ、

"VE$ &AKE B""%&に切り替わります。

（カウントダウン表示にはなりません。）

※∞に設定した場合

%HIF&ボタンで、%E& B""%&、

"VE$ &AKE B""%&が切り替わります。

（カウントダウン表示にはなりません。）

※別売のリモートスイッチングシステムを

使用すると%HIF&ボタンのかわりにリモ

ートスイッチで"VE$ &AKE B""%&が

操作できます。

・・デデーータタ表表示示画画面面のの切切りり替替ええ

◎十字ボタンの右、左で画面の切り替えができます。

� DI%P�AY

右

左

右

左

左右 右左
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・・デデーータタのの記記録録、、再再生生
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入力している信号を全て記録する事ができ、データ表示画面、e-manageのマップ画

面で、再生する事ができます。

１．記録

データ表示画面（DIGI&A�、BA$-G$APH、G$APH、ME&E$）で、データを記

録できます。記録は３時間まで、入力している信号（e-manageのデータも含む）

全て%Dカードに記録できます。

・記録方法

(1)データ表示画面上にカーソルが現れて

いない状態で、十字ボタンの↓ボタン

を押すと記録が開始されます。

(2)もう一度十字ボタンの↓ボタンを押す

と記録終了です。

※ 記録が開始されると画面右上のタイト

ル部に「$E�」が表示されます。

※ 記録、再生できるデータは１つです。

再度、記録すると上書きされます。

※ 電源を"FFにしても記録は保存されます。

記録中に表示

� DI%P�AY

・この機能はデータ表示画面のみ機能します。

・画面上にカーソルが出ている状態では、使用できません。

ȃȃ 要要
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再生中に表示

２．再生

記録したデータを、データ表示画面（DIGI&A�、BA$-G$APH、G$APH、ME&E$）

で再生する事ができます。また、データ表示画面で再生、一時停ǝ中にe-manage

のマップ画面へ移動し、設定する事ができます。

再生／一時停ǝ････%E&ボリュームを押す。

自動早送り････････%E&ボリュームを右に連続して２秒間回す。

自動巻き戻し･･････%E&ボリュームを左に連続して２秒間回す。

再生のスピード調整････再生中に%E&ボリュームを回す。

（再生スピードは、1/4、1/2、1、2 ）

コマ送り･･････････････一時停ǝ中、%E&ボリュームを回す。

(3)%E&ボリュームを２秒間押すと再生モードは終了し、元の画面に戻ります。

※e-manageのマップ画面では、再生、一時停ǝの操作はできません。

／

経過時間

再生スピード

� DI%P�AY

・再生モード

(1)データ表示画面で%E&ボリュームを２

秒間押すと、再生モードになります。

再生終了（再生終了後、%E&ボリュームを押すと再生モードにな

ります。）

(2)操作方法（データ表示画面のみ）



・・デデジジタタルル表表示示
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ワーニング値

最大値

ソレノイドインジケーター

B""%& %E�E�&

%E&

GAIN

%&A$& B""%&

最大値

�H1〜3のデータをデジタル表示します。

�H1〜3のデータをデジタル表示します。

�H1で設定したデータをバーグラフ表示します。

�ー１ DIGI&A�

�ー２ BA$-G$APH

・・ババーーググララフフ表表示示



・・ググララフフ表表示示
�H1〜3のデータをデジタル表示します。

�H1で設定したデータは実線で、�H2、�H3は、破線でリアルタイムにグラフ上に表

示されます。

ワーニング値最大値

�H1の名称

（グラフで実線表示）

�H1〜3のデータをデジタル表示します。

�H1で設定したデータをメーターで表示します。

�ー３ G$APH

�ー４ ME&E$
・・メメーータターー表表示示

50
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◎ǴǴなな機機能能

・エアフロ補正ＭＡＰ

本体のボリューム値とは別に、回転数16ポイントとスロットル開度16ポイントの

ＭＡＰを使用し、細かいエアフロ補正が可能になります。

・インジェクター交換、エアフロ交換

・ブーストリミッターカット機能

ブーストリミッターが̂ǝできます。（一部の車種は除く）

・エンジンストール̂ǝ機能

エアフロの吹き返しなどによるストールを̂ǝできます。

・V&E�設定

・ＭＡＰトレース機能

・プロテクト設定

データにパスワードを設定し、データ変更の危険を回避できます。

オオププシショョンンパパーーツツ

◎ハーネスキット（I/J）

インジェクターの増量補正が可能になります。

追加インジェクターが２本までコントロール可能になります。

◎ハーネスキット（点火）

点火時期の補正が可能になります。

◎圧力センサー共用ハーネス

e-01より、圧力センサーの信号をe-manageに送る事で、e-manageのＭＡＰの負荷

軸に圧力値を使用できます。

※「V&E�」は、本田技研工業株式会社の登録商標です。

この機能は、e-manageが取り付けられた車両で本製品と、e-manageを市販の'%B

ケーブルで接続した場合のみ、使用できます。

※e-manage support &oolを購入して、併用することをお勧めします。

D e-manage

１、e-manage本体のアップデートを行います。

（接続すると自動的にアップデート画面が表示されます。）

※P39、40 Ｂー１１ P$"G$AM参照

２、e-manage本体から、設定データを取得します。

※P64 Dー９ IMP"$&/EXP"$&参照

３、パラメータ設定を行います。

※P55、56 Dー１ PA$AME&A$参照

初めてe-manageと通信する場合



１１．．ママッッププ画画面面ででのの数数値値のの入入力力方方法法

(1)拡大表示

通常入力する画面です。

カーソルを画面の端からさらに移動

しようとすると、画面がスクロール

します。

(2)全体表示

一度にマップ全体を見る事ができま

す。

設定時は、画面中央に入力ボックス

が現れます。

(3)拡大、全体の切り替え

全体表示、拡大表示の切り替えは、

%HIF&ボタンを押したまま、%E&ボ

リュームを押します。

e-manage マップ画面の操作方法

２２．．ススケケーールルのの変変更更

各マップ上で、スケール（縦軸、横軸）

を変更する事ができます。

※左の画面の様に、数値が順番通りでな

くても入力はできますが、点滅の反転

表示されます。

%HIF&ボタンを押しながら

%E&ボリュームを押す

52
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４４．．MMAAPPトトレレーースス機機能能

この機能は、マップ上の現在読んでい

るポイントを枠で囲んで表示し、確認

できる機能です。

左の画面だと、現在のエンジン回転数

が3000rpmでスロットル開度が60％で

あることが確認できます。

３３．．複複数数選選択択

複数の範囲に一度に同じ数値をプラス

マイナスできます。

(1)選択を開始する位置にカーソルを合

わせます。

(2)%HIF&ボタンを押しながら、カーソ

ルを移動させ、選択したい範囲を選

びます。

(3)%E&ボリュームを回して、数値の変

更を行い、%E&ボリュームを押して

確定すると、選択した範囲に同じ数

値をプラスマイナスする事ができま

す。

※複数選択の入力方法は、サポート

ツールと異なります。

e-manage マップ画面の操作方法
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e-manage マップ画面の操作方法

５５．．MMAAPPトトレレーースス機機能能のの軌軌跡跡表表示示

MAP画面で、トレースされた部分の軌跡表示ができます。

走行中、MAPを見ていなくても後でどこを読んだかを確認できる為、より効率的に

e-manageのセッティングを行うことができます。

１．MAP画面で�"N&IN'Eを選択すると、

読んだ部分が太枠で軌跡表示を続けます。

◎N"NE・・・・軌跡表示無しのトレース。

◎�"N&IN'E・・��EA$ボタンを押すまで

軌跡表示を継続。

２．��EA$ボタンを押すと今までの軌跡表示

は消え、新たに軌跡表示を始めます。
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・・パパララメメーータタ設設定定

１．G$eddy P$�%EN%"$

G$eddy圧力センサー、または圧力セ

ンサー共用ハーネスを取り付け、各マ

ップの負荷軸スケールに圧力値を使用

できます。

純正のエアフロがMAXになっても

G$eddy圧力センサーの圧力値で補正

を行う事ができます。

※G$eddy圧力センサー、圧力センサー

共用ハーネスは別売です。）

◎チェックを入れます。

この画面ではエアフロ交換、インジェクター交換、使用するマップの設定を行います。

はじめて使用する時だけでなく、各機能を追加、削除する時にも使用します。

Dー１ PA$AME&E$

・エアフロ交換とは、エアフロ電圧を補正する事で行っています。設定を行った場合は、

必ずA/F計等で空燃比値を確認し、ノッキング等に十分注意して下さい。

３．INJE�&"$ �HANGE

インジェクターを交換した場合、インジェクター容量の違いによる燃調のずれを

全域において補正することで、インジェクターの変更を行う事が出来ます。

◎交換前と交換後のインジェクターサイズを入力します。

Before････交換前のインジェクターサイズ

After ････交換後のインジェクターサイズ

ȃȃ 要要

２．AI$F�"W �HANGE

大容量のエアフロに交換した場合でも、交換前のエアフロ電圧を出力します。

交換前のエアフロ電圧がMAXになっても、e-manage側で、交換後のエアフロか

ら空気流量を認識して、補正を行う事ができます。

◎交換後のセンサー種別をe-manageの取扱説明書の車種別信号位置図を参照し、

選択します。
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４．MAP %E�E�&

◎使用するMAP、設定にチェックを入れます。

※AN&I ENGINE %&A��は、スロットル設定を行っていないと使用できません。

P36 Ｂー７ &H$"&&�E参照

５．�"NFI$M････入力したデータを確定し、e-manageへ送信します。

６．�AN�E� ････データをキャンセルしてサブメニューへ戻ります。

IGNI&I"N MAP

ADD INJE�&"$ MAP

%'B INJE�&"$ MAP

AI$F�"W MAP

B""%& �IMI&E$ �'&

V&E�

AN&I ENGINE %&A��

････点火時期補正マップ

････インジェクター増量マップ

････追加インジェクターマップ

････エアフロ補正マップ

････ブーストリミッターカット設定

････V&E�設定

････エンジンストール̂ǝ設定

・インジェクターの容量が極端に大きいものに交換した場合、始動性等に問題が発生す

る可能性がありますので、交換前のインジェクター容量の1�5倍を一つの目安として

下さい。

・インジェクター変更の設定は、エアフロ電圧を全域において減量方向に補正する事で

行っています。その為、点火時期も進角する場合があります。設定を行った場合は、

必ず、A/F計等で空燃比値を確認し、ノッキング等に十分注意して下さい。

ȃȃ 要要

Dー１ PA$AME&E$
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・・エエアアフフロロ補補正正MMAAPP

補正値：％

入力範囲：ー50〜50％、1％刻み

・大幅に補正を行うと、燃料だけでなく点火時期も変わってくる可能性があります。

空燃費、ノッキング等に十分注意して下さい。

・スロットル開度別に補正を行う場合は、必ずスロットル設定を行って下さい。

Ｐ３６ Ｂ−７ &H$"&&�E参照

・スロットル信号がない車両、スロットル信号が、全開スイッチ、全閉スイッチのみ

の車両は、スロットル開度は表示できません。

e-manage本体のAI$-F$"W ADJ'%& V"��（A�A�V�）とは別に回転数とスロットル

開度別にエアフロ補正ができます。

MAPに0を入力するとノーマル状態になります。

e-manage本体の補正値と加算される形で補正を行います。

マイナス方向に補正を行うことで燃料の減量ができます。

エンジン回転数

スロットル開度

ȃȃ 要要

Dー２ AI$F�"W ADJ�MAP

◎回転数、スロットル開度ごとのエアフロ

補正値を入力します。

※回転数は1/10で表示します。

ー例ー

300 → 3000rpm



・・点点火火時時期期補補正正MMAAPP
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・ここで入力する数値は進角、遅角の数値であり、実際の点火時期ではありません。

ノーマルの点火時期に対して補正値だけ進角、または遅角させることで点火時期を調

整できます。

MAPに０を入力するとノーマルになります。

MAPにそのまま数値を入力すると進角します。

ーの数値を入力すると遅角します。ー５と入力すると５°遅角します。

エンジン回転数

負荷軸スケールの種類

負荷軸スケール

補正値：°

入力範囲：ー20〜＋20°、1°刻み

・e-manageはクランク角センサの信号を取り込んでいない為、車種、条件によっては

進角側において、加速時、マイナス方向にズレが発生してしまう場合があります。

・点火時期の調整は十分にエンジンコンディション、車両の仕様を把握した上でご使用

下さい。

・正しく配線を行い、タコメーターが動かない、点火していない等の症状が発生した場

合、e-manageの取扱説明書を参照し、JP２を２−３に変更して下さい。

ȃȃ 要要

Dー３ IGNI&I"N MAP

◎ノーマルの点火時期に対する補正値を入

力します。

※回転数は1/10で表示します。



・・イインンジジェェククタターー増増量量MMAAPP
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補正値：％

入力範囲：0〜99�5％、0�5％刻み

メインインジェクターの噴射終了から次の噴射開始までの間、メイン噴射に追加する

形で追加噴射を行います。

ノーマルの噴射時間に対しての増量率を設定します。

MAPに０を入力するとノーマル（増量していない）状態になります。

※但し、インジェクター噴射率が100％以上は増量できません。

※ブーストリミッターカット設定を使用した場合は必ず必要です。

ー例ー

ノーマルのインジェクター噴射率が５０％

MAPで設定した補正値（増量率）が３０％の場合、

５０＋（５０×０�３）＝６５％

・減量方向は、エアフロ補正MAPでマイナス方向への補正することで行って下さい。

おお ŗŗ いい

Dー４ ADD�INJE�&"$ MAP

エンジン回転数

負荷軸スケールの種類

負荷軸スケール

◎ノーマルの噴射時間に対する増量率を入

力します。

※回転数は1/10で表示します。



・・追追加加イインンジジェェククタターーMMAAPP
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補正値：％

入力範囲：0〜99�5％、0�5％刻み

後付けの追加インジェクターを回転信号２パルスに対して１回のタイミングで駆動で

きます。

（４気筒はエンジン２回転で２回、６気筒はエンジン２回転で３回噴射します。）

MAP内の単位は噴射率、噴射時間から設定できます。０〜９９�５％の範囲で設定で

きます。

ある回転数以上は一定量噴射させたい場合、単位を噴射時間に設定すると便利です。

Dー５ %'B�INJE�&"$ MAP

・e-manage本体のジャンパー設定の変更が必要です。G$eddy e-manage ハーネス

キット（I/J)の取扱説明書を参照して下さい。

％ ････噴射率

ms････噴射時間

エンジン回転数

負荷軸スケールの種類

負荷軸スケール

◎追加インジェクターの噴射率、又は、噴

射時間を入力します。

※回転数は1/10で表示します。



・・ブブーースストトリリミミッッタターーカカッットト設設定定
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・ブーストリミッターが入らない車両にはこの機能は必要ありません。

回転数：rpm

入力範囲：0〜9900ｒｐｍ、100ｒｐｍ刻み

クランプ値：エアフロの種類に合わせて自動切り替え

入力範囲：0〜5V、0�05V刻み（エアフロ、圧力センサー：Ｖ）

入力範囲：0〜3150Hz、10Hz刻み（カルマン渦エアフロ：Hz）

吸入空気量の増大により、E�'が燃料カットを行うのを̂ǝできます。

この燃料カットが起きると、ブーストを上昇させることができないだけでなく、最悪

の場合、エンジンブローに至ってしまう可能性があります。

１６ポイントの回転数において、エアフロ電圧（周波数）、圧力センサー電圧に上限

（クランプ値）を設定します。

但し、E�'は増大した空気量を認識出来ない為、インジェクター増量MAPと併用す

る必要があります。

Dー６ B""%& �IMI&E$ �'&

◎データ記録機能等で実際にリミッターが

入った時の回転数、エアフロ出力電圧

（周波数）、インジェクター噴射率を記

録します。

◎インジェクターの噴射率が０％になった

時より少し低いエアフロ出力値をクラン

プ値として入力します。（フラップタイ

プのエアフロの場合は少し高い電圧をク

ランプ値として入力します。）

※回転数は1/10で表示します。



・・エエンンジジンンスストトーールル̂̂ǝǝ設設定定
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タービンの吹き返しによるエンジンストール、ハイカム装着による不安定なアイドリ

ングを安定させます。

設定開度以下をアクセル"FFと認識し、８ポイントの回転数において、エアフロ電圧

（周波数）、圧力センサー電圧を固定して出力します。

開度：％

入力範囲：0〜10％、1％刻み

回転数：rpm

入力範囲：0〜8000rpm、50rpm刻み

クランプ値：エアフロの種類に合わせて自動切り替え

入力範囲：0〜5V、0�02V刻み（エアフロ、圧力センサー：V）

入力範囲：0〜3150Hz、5Hz刻み（カルマン渦エアフロ：Hz）

・エンジンがストールしない車輌にはこの機能は必要ありません。

Dー７ AN&I ENGINE %&A��

◎データ記録機能等で実際にストールした

時の回転数、エアフロ入力電圧（周波数）、

インジェクター噴射率を記録します。

◎エアフロ電圧が乱れる回転数を画面の右

端に入力し、エアフロ電圧が乱れる前後

のエアフロ電圧を見ながらクランプ値を

入力します。

※回転数は1/10で表示します。

※開度を１％に設定した場合は、スロット

ル全閉状態（0％）の時のみ機能します。

※開度を０％に設定した場合は、機能しま

せん。

※８ポイントの回転数の間でのみ機能しま

す。



・・VV&&EE��設設定定
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本体側ではなく、e-01側でV&E�の設定が出来ます。

e-01側でV&E�の設定を行うと、e-manage本体のボリュームでのV&E�設定値は無効

になります。

切換回転数の設定もノーマルに対してではなく、直接回転数を入力することにより切

替回転数が変更できます。

回転数：rpm

入力範囲：1500〜7000rpm、50rpm刻み

補正値

入力範囲：ー20〜＋20％、1％刻み 補正値：％

Dー８ V&E�

・e-manage本体のジャンパー設定の変更が必要です。G$eddy e-manage の取扱説明

書を参照して下さい。

※「V&E�」は、本田技研工業株式会社の登録商標です。

１．V&E� %HIF& P"IN&

�"→HI････V&E�が"Nになる回転数

HI→�"････V&E�が"FFになる回転数

◎回転数を入力します。

２．AI$F�"W ADJ'%&MEN&

e-manageの切替回転数と、ノーマル

の切替回転数の間でのみエアフロ補正

ができます。

◎補正値を入力します。



・・デデーータタのの取取得得／／送送信信
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・e-manageとe-01を接続している場合、リアルタイムにデータを送信していますので、

再度送信する必要はありません。

※通信中にエラーが発生した場合、左の画面が表示され

ます。もう一度、IMP"$&、EXP"$&を行って下さい。

２．EXP"$&････e-manageへ設定したデ

ータを送信します。

１．IMP"$&････e-manageより設定データ

を取得します。

※初めてe-manageと通信させた時は、

IMP"$&でe-manageから設定データ

を取得して下さい。

設定したデータをe-manageへ送信、e-manageより設定データを取得します。

Dー９ IMP"$&/EXP"$&

◎IMP"$&、EXP"$&を押して下さい。

e-manageの設定データを保存し、保存したデータを取得できます。

１．�"AD／%AVE

�"AD ････保存したデータを読み出し

ます。

%AVE ････データを保存します。

◎�"AD／%AVEを選択します。

２．DA&A %E�E�&

◎�"AD／%AVEするデータを選択し

ます。

データは３つまで保存できます。

※"Kでメニュー画面に戻ります。

Dー１０ �"AD/%AVE

・�"ADで保存したデータを読み出した場合は、EXP"$&でデータをe-manageへ送信

して下さい。 Dー９ IMP"$&/EXP"$&参照

注注 意意



・・デデーータタのの初初期期化化
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Dー１１ INI&IA�IZE

e-manageのデータを初期化します。

P$ofec e-01のデータを初期化する場合は、

P40 Bー12 INI&IA�IZEを参照して下さい。

Dー１２ PA%%W"$D

e-manage %upport &oolでe-manageにプロテクトをかけている場合、一度パスワード

を入力すれば、e-01側でパスワードを記憶し、e-manageと通信ができる様になりま

す。また、パスワードを設定し、e-manageにプロテクトをかける事もできます。

・・パパススワワーードドのの設設定定とと解解除除

PA%%W"$D

設定方法

◎設定したいパスワード（1〜8文字）

を文字入力画面で入力し、"Kを押

して確定します。

確定後、一度車両のIGキーを"FFに

します。

解除方法

◎e-manageに設定されているパスワード

を文字入力画面で入力し、"Kを押して

解除します。

※P33 文字入力画面参照

・パスワードの入力後は、"Kを押さないと設定や解除が行われません。

・プロテクトの状態でも、INI&IA�IZEを行うとデータは初期化されてしまいます。

注注 意意



７．e-manageエラーコード表

・e-manage本体にエラーが発生した場合、下の表でエラーコードを確認して下さい。

※エラーの表示方法はe-manageの取扱説明書を参照して下さい。
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８．トラブルシューティング

症 状 考え ら れ る 原 因 対 処 方 法

3�ハンチングしてしま

う。

・%&A$& B""%&が、０になっ

ている。

1� ブーストが上がらな

い。

ブーストが上がり

続ける。

・サージタンク圧を認識してい

ない。

・配管を確認して下さい。

2� 学習が終わらない。

・バルブユニットの配線が外れ

ている。又は、接触不良して

いる。

・バルブユニットに取り付ける

ニップルの位置を間違えてい

る。

・配管が逆になっている。

・配管から圧が漏れている。

・ホースが抜けている。

・キャップを外していない。

・ノーマルブーストが安定して

いない。

・GAINの値が大きすぎる。

・バルブユニットの配線が外

れてないか、損傷はないか

確認して下さい。

・バルブユニットに取り付け

るニップルの位置、配管を

確認して下さい。

・アクチュエータタイプは

N"、ウエストゲートタイ

プはN�にニップルを取り付

けて下さい。

・マニュアルモードで行って

下さい。

・GAINの値を小さくして下さ

い。

・%&A$& B""%&を大きくし

て下さい。

・GAINの値を調整して下さ

い。

4� ブーストの立ち上が

りが悪い。

5� オーバーシュートす

る。

6� $PM"FF %E&が機

能しない。

・GAINの値が車両に合ってい

ない。

・回転信号の配線位置が間違っ

ている。

・回転信号の配線を確認して

下さい。

・ハーフスロットルで学習を

行っている。

・フルスロットルでフルブー

ストまでブーストをかけて

下さい。

・%&A$& B""%&が大きすぎ

る。

・%&A$& B""%&を小さくし

て下さい。

7� $PM"FF%E&を使っ

てもブーストがタレ

てしまう。

・タービンの容量不足や、アク

チュエータやウエストゲート

の特性、排圧の上がり過ぎで

ある。

・タービン、アクチュエータ、

ウエストゲート等、車の仕

様を変更して下さい。
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９．オプションパーツについて

・本製品について、何かご不明な点がございましたら、弊社までご連絡下さい。

・付属されている保証書は、大切に保管して下さい。

・新品をお買い上げの時点で保証書の製品番号と付属の製品番号が異なる場合は、

お手数ですがお買い上げ店、または弊社までご連絡下さい。

・保証書、P$ofec e-01、e-01本体の製造番号は、当社の厳密な検査に合格した物

である事を証明します。万一、ご購入年月日より１年以内に当社の責任と認めら

れる故障を生じた場合は、保証書と合わせて製品をご提示下されば、無償修理を

致します。

・保証期間経過後の修理、また、お客様の不注意により修理が必要になった場合で

も、お気軽に弊社までご連絡下さい。

株式会社トラスト 本社

〒289ー1605 千葉県山武郡芝山町大台3115番地5

ＴＥＬ�0479（77）3000

１０．アフターサービスについて

P$ofec e-01、e-01用オプションパーツ

商品名 定価

・外部信号ハーネス ¥ 1�800

・圧力センサー共用ハーネス ¥ 1�800

・リモートスイッチングシステム ¥ 12�800

・データリンクケーブル ¥ 2�800

・e-01 圧力センサー

・e-01 圧力センサーハーネス

・e-01 バルブユニット

・e-01 バルブユニット

※オプションパーツのご購入の際は、P$ofec e-01、e-01をお買い上げになられました

販売店へご注文下さい。
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